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I資料J
「ソ連の自動車事情」 (1)
井上昭
本資料は，ソ連共産党機関紙「プラウダ』 (TTPAB八A)に掲載されたソヴ
ィエトの自動車工業に関する， 3つの異った角度からの対談を抄訳・紹介し
たものである。
順次，概略を述べておこう。
まず「カウンターの上の自動車」は，全ソ自動車輸出公団の総支配人イプ
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に対するインクビュー記事である。
世界最大の自動車王国アメリカ合衆国に対して大型トラックの輸出に成功
したことと， 西独 MAN社と貨物輸送用大型トレーラーの製造に関して成
約したことの 2つの出来事は，ソ連が「ペレストロイカという条件下に，企
業が独立して海外市場へ進出していくことが決定できる時代だからこそ実現
できた」とリュービンスキーは強調する。
さらに彼は次のように自説を展開する。自動車工場を含む大きな工業企業
には，何ら仲介者がいなくても外国市場へ進出していく権利は与えられてい
るが，すぺての企業が自らの手で諸事万端を処理する能力を備えているわけ
ではない。経験と専門家が不足しているからである。その点，自動車輸出公
団は30有余年の経験を有し，正しい交渉術をもち，外国語と市場情勢に深い
知識を具備した専門機関であり，今日，その役割の必要性がいっそう高まっ
ている。
とはいえ，同公団は「活動を「上』から監視する」体制の枷をはめられて
いて，昔ながらの「限界」から脱却しえない。「上」とは行政のことであり，
その指令的指導システムが時代にそぐわないにもかかわらず，今なお幅をき
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かしていることに対する不満が語られる。つまり改革に取り組もうとしな
ぃ，いわば「親方赤旗」的体質に起因する硬直化現象を嘆くのである。
リュービンスキーはまた，国内市場を充足していないのにもかかわらず外
国貿易に乗り出すのはおかしいのではないかとの指摘に対して，それは視野
狭窄的な思考として斥け，「自動車の輸出は国内自動車産業の発達を促進し，
工場の技術水準の引き上げをもたらす。 さらに 1995年には現在の年産130万
台の 2倍近くの 230万台を生産することによって， 自動車不足に何らかのメ
ドがつく」と楽観的見解を披露している。
次に「需要と供給」は，自動車・農業機械省の第一次官ヴァレンティン・
パプロービッチ・モロゾフ (BaJJeHTHHT狙 JIOBHqMopoaoB)の対談記事で
ある。
最近，乗用車に対する需要が急増している。国民の貯蓄額が増加して，多
くの人々が自動車に投資対象を求めていることに大きな要因がある。また，
自家用車が所有者やその家族の生活様式を質的に変化（＝向上）させる魅力
も指摘できよう。
しかし，ソ連における目下の課題は，需要に見合う供給体制をどのように
構築していくのか，さらに将来展望はどうなのかを明確に打ち出すことであ
ろう。
モロゾフは次のように述べる。まず，ボルガ自動車工場「バズ」が建設さ
れてから，多くの人々は，まだ絶対的に不足しているとはいえ，個人の交通
手段を手に入れる多くの機会に恵まれるようになった。
この「バズ」の出現は，技術的あるいは経済的見地からみて，単に巨大な
産業複合体が建設されたというだけにとどまらず，ソ連国民の心理や思考の
性質を変革した重要なファククーとなったのである。
「バズ」建設後，約20年も経過したのに乗用車工場が余り誕生しなかった
のは， トラック生産にウエイトがおかれたためである。つまり，国民経済の
面からみて， トラック需要を最大限に充足する必要があり，外国からの輸入
品目からトラックを省く必要があったが，それが当時のソ連政府の最重要課
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題であったことによる。しかし，一般的にトラック生産は十分であるとはい
ぇ，特殊トラック，高出カトラック，軽トラックは不足しているし，また燃
料節約のために，ディーゼル・エンジン搭載車の登場も急がれる。
トラックを増産しても乗用車を待ち望んでいる人にとっては慰めとはなら
ないが，国民は政府方針を理解すべきであろう。
乗用車が不足しているのならば工場を建設すればよいではないか，との短
絡的思考は現在のソ連にはない。自動車工業は総合機械産業なので，自動車
組み立てに必要な非常に多くの部品や新素材を開発する関連資材産業に対し
て大きな波及効果を有していたが，何分，自動車工場建設には巨額の投資が
必要である。目に見える自動車工場だけの建設費—町の建設，労働者用諸
施設の完備など付帯設備を含めると数十億ドルのカネがいる一ーは全体の40
劣位で，まさに氷山の一角にすぎないのである。
平凡ながら，モロゾフは国民の乗用車に対する需要増に対処するには，現
在の生産台数を低下させないでニューモデルを開発し，既存の工場で新車の
生産を行うのと並行して，新たな生産能力や自動車工場を建設することに尽
きるという。しかし，現実的には，その可能性は薄い。当面は，今日の乗用
車の半数以上が耐用年数を過ぎているという事情もあり，自動車生産に全力
を傾注するよりは，むしろスペア部品の生産に多くの生産能力や施設を充当
している状況だと弁明する。そして自動車に対する国民の需要を充足するこ
とは，自動車工業自体の課題であると同時に，全産業分野に課せられた責務
でもあると結論づける。
最後に「設計技師のざんげ」では， 「コムナー ル」 自動車工場の主任設
計技師ウラジミール・ペトロビッチ・ステシェンコ (BJiaJJ,HMHP IleTpoe四
CTellleHKO)が設計技師としての良心や自尊心と官僚的な行政システムとの
狭間で苦悩する様子を語っている。
ステシェンコは硬直化した行政指令システムが進歩＝新思考や創作を妨げ
る元凶だと断罪する。しかし，そのような状況にあっても，設計技師として
の良心にしたがい，最大限の努力が報われないことを知りつつも製品の品質
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向上のために個人の生活を犠牲にする宿命について論じるのである。
彼は，いつもアイデアをもっているが，それと現実の機構との間には大き
な乖離があり，本来，設計技術者には実験場や実験施設が必要であるにもか
かわらず，また実験することが任務であるにもかかわらず，その目的のため
に利用されることなく，既存のそれらがつねに生産用として転用されている
現実を噴る。そして「自分の土地の上に立つ」必要性，すなわち「生産組織
と設計技師を分離」する必要性を力説する。連邦にとってそれほど高くつく
とは思えないので予算措置を講じ，いわば「頭脳中枢」を作りたい，そのこ
とによって単に「物づくり」をするのではなく，科学技術の進歩に資したい
との希望や意見を開陳するのである。
なお，参考までに「ロシア・ソ連自動車概史」を巻末に作成しておいた。
「カウンターの上の自動車」
全ソ自動車輸出公団
総支配人イプゲーニ・リュービンスキー (Lで示す）
との対談
聞き手 エヌ・バラシェフ CBで示す）
『プラウダ」 1989年 2月5日号 (No.36) 
この出来事はまったく稀有なことである。毎日毎日，何百万台もの快適な
自動車が白いライトを照らして走りまわっているアメリカ合衆国が，突然，
われわれのトラック 「ベル AZ」（白ロシア労働勲章記念自動車工場製の自
動車）を買い始めたのだ。何が起こったのだろう。
海外の買い手が喜んでわが国の品物を購入しているのだ。どのようにして
この自動車輸出は成功したのであろうか。この質問から，全ソ自動車輸出公
団総支配人イプゲーニ・リュービンスキーとの話し合いは始まった。
(L) 「会社の秘密は」一イブゲーニ・ナタノビッチ・リュービンスキー
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はにっこりとうなずく一~ 「まあ，率直に話すならば， 350万ドルの取引が
成立し，かなりの仕事がそれに先行したことですね。これは，おそらく契約
が容易に運ぶ，ということなんでしょう。交渉のテープルについて，商社の
社長とコーヒーを飲み，書類にサインした，そして契約が結ばれたのです。
実生活では，すべてははるかにもっと困難です。とくに今日のような，世界
が本来の意味において，ありとあらゆる技術的新作でひしめき合っているよ
うな時代にあっては……。このような状況では，店員でさえもが，明敏な外
交官でなくてはならないのです。それも単に知識があって博学であるばかり
でなく，忍耐強く，ューモアの感覚を持ち，相手を自分にひきつける能力を
持っていなければならないのです。さらに，すばらしい設計者の質が邪魔に
なることはないのです。
わたくし達の最近の『ベル AZ』（白ロシア自動車工場） との契約の件を
例に挙げてみましょうか。喜んで認めることは，この成功は『自動車輸出公
団」だけの功績ではないということです。まず第一に，もっとも統合的生産
体制を誇る『ベルアウトマズ」は優秀な自動車を生み出しており，第二に，
その総支配人ミハイル・フェドロビッチ・ラフリーノビッチは，わたくし達
と協力して契約案を作成致しました。
その取引きを話す際に強調しておきたいのは，まさに今日，ペレストロイ
力という条件の下で，企業が独立して海外市場へ進出していくことを決定で
きる時代だからこそ，取引きが成立しうるということです。やはり，アメリ
カ市場が開かれるのは並大抵ではありませんでした。初め，わたくし達はア
メリカの小銭についてまで勉強したのです。それからシカゴの自動車展示会
にダンプカーを出品し，われわれの42トン・ダンプの修理とアフター・サー
ビス機関のために必要な基礎を持っているパートナーを探し出しました。結
局，アメリカ流儀で1989年の第一四半期に契約がとれたのは25台の栄光のダ
ンプカー「ベル AZ-7523』とそのスペア・パーツでした。 これは， まだほ
んの始まりでしかありません。」
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(B) 「アメリカ人がその買い物の長所を評価してくれたらいいですね。し
かし， 『ベルアウトマズ』へのこの成功で有頂点になっていませんか。この
ようになってはいませんか， つまり契約してしまったら， これにて一件落
着。売った物の期間や品質については忘れてしまう，というような……。」
(L) 「そんなことは起こりません。『自動車輸出公団』と『ベルアウトマ
ズ」は，自らの責務を果たして参りました。
さらに，いまあなたと話しているように，自動車はもうアメリカヘの道を
得ているのです。つまり，見てのとおり， 『心配ご無用」といったところで
す。それでは，もし許されるならば，別の成功物語について話しましょう。
少し前に，『ベルアウトマズ』はもう一つ契約をしました。 これは西ドイツ
の会社 MAN社との『マズ』（ミンスク， レーニンおよび10月革命記念自動
車工場）製の貨物輸送用大型トレーラーの製造に対する契約です。 MAN社
はヨーロッパ中に自動車の技術サービス・ステーションの広いネットワーク
を持っていて， 『マズ』のためにも数多くの動力設備を供給してくれ， 3カ
国での自動車共同製作実現化への参加をさせてくれました。 このような形
で，ソヴィエトのトラック輸出地図は拡大しているのです。」
CB)「わたくし達は喜んで対談を始めたわけですが， あなたの会社の従業
員を不安にさせないではいられない問題について話しましょう。最近，自動
車工場を含む大きな工業企業には，何ら仲介者がなくても外国市場へ進出す
る権利が与えられているそうですね。これは，いったい何を意味しているの
ですか。輸出方針を決定する，独立した機関としての『自動車輸出公団」の
必要性が失なわれるのではないでしょうか。」
(L) 「その結論は誤りです。さらに言うならば，今日こそわたくし達の役
割は高まらなければならないのです。」
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(B) 「それはどういうことですか。というのは，今日，どんな企業も自分
の独立した貿易区域を設けることができるのだから， 「自動車輸出公団』の
サービスは利用されないのではないでしょうか。」
(L) 「率直に言うならば，すべての企業が海外取引の荷を自分で引き受け
るというわけではありません。この仕事に必要なのは経験と専門家です。専
門家というのは，方向判断して交渉の複雑な状況から正しい出口を見つけ出
すだけでなく，外国語と市場情勢に関する深い知識をも具備していなければ
ならないのです。そうでなければ，簡単に失敗するでしょう。 2年や 3年の
短期間で，このような専門家は育成できません。これに必要なのは時間とカ
ネです。しかも西欧の会社は待つことを好みません。貿易活動において，企
業に対して完全な独立性を供与するという要素それだけでは，成功の基盤と
はならないのです。」
(B) 「なぜですか。」
(L) 「例えば，ある工場が自らの貿易区域を作り出してわたくし達のサー
ビスを拒否したとします。その区域が別の外国会社と売買契約を結ぶとしま
しょう。しかし，わが国の工場が何らかの理由で契約履行を守らなかったと
仮定しましょう。その時どうなりますか。易貿区域はどんな場合でも注文主
の外国会社に謝罪して違約金を支払えば，一定の解決をみることができま
す。けれどもその貿易区域は工場に罰金を科すことはできないでしょう。ゎ
たくしはこのような場合の非常手段を何ら思いつくことができません。
一方『自動車輸出公団」は，そうなった場合に備えて買い手と契約をかわ
し，きちんと納入の期間と品質を管理します。しかし， これは問題の一部分
でしかないのです。残りの部分は，より危険な方向にあります。海外市場に
おける個々の企業活動の不統一性は，必然的に価格の不統一性をもたらし，
結果として，国家への外貨収入を減らすことになるのです。
80(648) 第 36巻第 6 号
わたくしは独立に反対しているのではありません。しかしいまは，独立にと
もなう責任を全うできないような， 極端に走らないことが賢明です。『実践
で何がうまくいくかって』，ですか。いくつかの企業は海外市場への進出権を
手に入れましたが，抽象的な意味において，まったくの赤の他人のための義務
を負ったのです。わたくしが思うに，海外取引での民主化は勤勉な秩序にお
いて成り立つべきものです。そしてさらに重要なことがあります。海外市場
への進出条件は，具体的な商品に帰属しています。それなのに，ああ，全企業
とも現在までのところ，全く商品を管理することができていないのです。」
(B) 「察するところ，あなたはお互いの間で影響領域を分割しようという
のですね。」
(L) 「しかしながら，誰一人としてこのことを考えてはいないのです。ゎ
たくし達はいま，自動車・農業機械省の管轄範囲内で統一的な対外経済組織
を創設しようと考えています。それはわたくし達の輸出公団と工場会社にお
いて，はっきりと確立されることでしょう。ここでは万事が順調に推移する
わけではありませんが，この方針にもとづけば，結局は正しい問題解決策を
見つけ出せるであろうことがわたくし達にはわかっているのです。きっと事
業部門制に基づく株式会社を組織することになるでしょう。そして，その構
成部分が自動車・トラクター工場省になるでしょう。このような理念は排除
されはしないかって，ですか。わたくしは排除されないと思います。わた＜
し達は， この問題を徹底的に研究しました。当然， このような株式会社は，
完全な独立採算制を必要とします。」
(B) 「このような質問はいささか不躾にきこえるかも知れませんが，明ら
かに『自動車輸出公団』は， 『活動を上から監視している』という計画を出
発点として自らの活動をつくり出していますね。わたくしには，念頭にソ連
閣僚会議国家計画委員会があるのです。例えば，それと一緒になって，あな
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たのところでも多くの問題が生じているのではありませんか。だって，ソ連
閣僚会議国家計画委員会の要望は，世界市場向けのソ連製自動車用機械の需
要としばしば一致していないではありませんか。この状況から，あなたはど
のようにして脱出するつもりですか。」
CL)「難しい質問です。正直に申し上げるならば，非現実的な計画は実際
に実現させることは不可能です。そしてそのことから，何者も利益を得るこ
とはできません。」
(B)「ではあなたは，その要求は，いわば『自動車輸出公団」の可能性と
相入れないことを「上」に説明しようとはしないのですか。」
(L)「やってみましたよ，何回もね。特別な結果はなしです。従来通りの
「限界」という法律がわたくし達を圧迫するのです。」
(B)「つまり，大変高い要求水準の『限界」ですか。」
CL)「そうでもあります。けれどもいまわたくしは，別の事について話し
ます。わたくし達を監視している計画は，政策によって管理されています。
その政策には，海外市場における自動車販売について現実的な可能性への考
慮がなされておりません。いいかえますと，行政指令的指導方法がいまなお
幅をきかしており， 総合的に判断するならば， 『可能性』を拒絶しようとし
ているという奇妙な事態が生じているのです。生活が大幅に変化しようとし
ているのに，すたれた書類と指令書が力を持っていて，重い鎖のようにわた
くし達の腕にぶら下がっているのです。これは，みじめな結果をひき起こす
でしょう。
しかし， もう 1つある問題は， 取り組まれている仕事そのものについて
です。つまり今日では， 輸出品の割り当てに対する現実的な優先権がない
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のです。私が何を言おうとしているかって，ですか。わたくし達には，自動
車を海外販売するに当たっては，若干の幅があるとはいえ，一定台数しか許
されていないのです。わたくし達は，それを西欧の会社に提供しています。
それに対して彼らは， 『提供された見本と， 別の車種を入手した」と連絡し
て参りました。わたくし達は非常にきまりの悪い思いを致しました。うかつ
にも知らなかったのですが，利益に関する限り，商業省と国家資材・機械補
給委員会は，われわれにファンド分と交換するか， しないかのどちらかなの
です。 もちろん， このすぺては仕事の利益にはなりません。そうである以
上，外国会社の要求を機械的に実現することを妨害するのです。」
(B) 「イプゲーニ・ナタノビッチさん， 『自動車輸出公団」は， もう30年
以上も存続しているのですね。本日，わたくしが知った限りでは， 1年の取
引総額は約50億ループルに達しています。あなたは95カ国に自動車機械を供
給したそうですが，この期間に扱った自動車すべてのうち外国にどれ位販売
しましたか。」
CL)「600万ループル以上です。」
(B) 「ところが一方，わがソヴィエト国内では，自分の職業であるにもか
かわらず靴をはいていない不器用な靴屋のような有様が続いています。まず
国内を『養って』， それから外国で売る， という方がよいのではありません
か。」
(L)「問題をそのように捉えることはできません。それはこういうことの
ためなのです。つまり不思議でも何でもないことですが，自動車の輸出は，
国内自動車工業の発達を促進させ，工場の技術水準を引き上げ，そして生産
高を増加させます。えっ，具体な事例ですか，よろしいですとも。ヴォルジ
ェスクとカムスク工場における自動車製造は，社会主義諸国の企業との広い
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提携関係のおかげで可能となりました。今日『バズ」（ボルガ自動車工場）
だけの組立てベルト・コンベアー上で，‘ノヴィエトの組織を除いて， 32の外
国の協力企業が仕事にありついています。毎日，わたくし達は自動車生産を
保証するために， 総額2億ルーブルにも達する種々の製品を輸入していま
す。
その代価を何で支払っているか，ですって。提携された協定では，特に準
備された製品，すなわち自動車によって支払うことが条件になっています。
ところで，わたくし達が自動車の輸出を拒否したと仮定してみましょう。す
べてにおいて，それがどのような形をとるか考えてみましょう。わたくし達
は，提携協約にのっとって，社会主義諸国からおよそ50万ループルを貰い損
ねるのです。とはいえ，自動車生産は継続しなければなりません。必要な自
動車部品が無償で提供されるわけではないのです。そうでしょう。生産水準
達成を支えるための外貨をどこかで入手しなくてはならないでしょう。まさ
にその通り。不可避的に，別の追加的な外貨源を捜し出さなければなりませ
ん。何が考えられますか。燃料と原料，これらは外国に 2億ループルで売ら
れていて，種々の部品の買い付けのために必要です。結局のところ， 1つの
穴を繕えば，わたくし達は別の穴を見つけ出してしまうのです。恐らく，も
っとも「深刻な穴』は，輸出を拒否すれば，わが国内の消費者を激しく犠牲
にするという『穴」なのです。」
(B)「どのような形ででしょうか。」
(L) 「最も単純な形でです。工場は，国内市場だけを目標にするようにな
るでしょう。しかしその需要は，世界のそれと比較しても，つまり環境学，
便利さ，発達度においてかなり低いレベルにあります。このことは必然的に
自動車の質の低下に直結いたします。国内自動車製造の体験において，似た
ようなことが発生したことがありました。」
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(B) 「他の国からこの問題に迫ってみまょう。『明らかに， 二束三文で外
国に自動車を販売している』という記事が，あるしっかりした新聞に載って
いたのですが，わたくしには調査してみなくてはわからない，という気がす
るのですが……。」
(L) 「わたくしにはこのような意見の論理は理解できます。しかし，これ
はディレッタントの論理というぺきものでしょう。だから，知らないふりを
して，自動車のソ連国内での価格と輸出価格とを同一視しています。すなわ
ち，国内Jレープルと外貨を同等に扱っているのです。だがこれは完全に別の
ものです。説明してみましょうか。
『バズー 2108』が国内ではいくらと仮定しましょうか，仮に8,500ループル
といたします。例えば西ドイツでは，この小型乗用車はソ連国立銀行（ゴス
バンク）公式レートの4,000為替ループル以上で販売されています。例えば
西ドイツの買い手は同じ額をフィアット社の『ウノ」やセアト社の『イヴィ
ツァ』，プジョー社の『プジョー205』にも支出しているのです。すなわち，
ソ連製品は西側ではかなりの高値とみなされています。『ジーグリ』は諸外国
で4,000外貨ループルで売られ，輸出売上金の分け前を受けとって，国は合
計して 2台分の自動車の値段に等しい商品を購入することができるのです。
わたくし達がソ連の自動車を「コペイカ」で外国で売っていると新聞に話し
たのはこのためです。国内市場の乗用車不足は， 1995年に現在よりも 2倍多
く製造することによって，何らからの解決のメドがつくのではないかと思い
ます。この点に関しては，政府決定があります。
最後になりましたが，わたくし達がしなくてはならないことが多くあるこ
とを述べておきます。広大な計画です。それを実現するためにはわたくし達
は真剣に仕事を再編成し，多くのことを学ばなくてはなりません。今日の状
況がその必要の緊急性を示唆しているのです。」
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自動車・農業機械省
第一次官 ヴァレンティン
• パプロービッチ・モロゾフ (Mで示す）
との対談
聞き手 「プラウダ」記者
エル・レベーディエフ (Lで示す）
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最近，乗用車に対する需要が急増した。「自動車リストに登録した」順番
では，それほど長くはなかったが，予想に難くないのは，以前より順番が長
く伸びることである。率直に言えば，自動車を購入すること自体，数年前ま
では日常のことではなかったのである。
おそらく，それにはいくつかの原因がある。国民の貯金額も増加し，多く
の人々が求めているのは，財産のための信頼できる投資対象である。需要が
安定しているので，自動車は高く評価されている。そのうえ，すべての人々
が理解しているのは，自家用車が所有者やその家族の生活形態や様式を質的
に変化させ得るということである。庭園，別荘などの建設にも爆発的な変化
が現われている。自家用車は，おそらく，いくら評価しても， しすぎるとい
うことはないだろう。
しかし，読者からの投書において指摘されているのは，別の重要な問題，
つまり「自家用車を所有する基準」である。年金生活に入るに際しての熟練
労働者，身体障害者，大家族などにとっての自家用車とはいったい何かが，
それに該当する。
このように，自動車に対する需要はきわめて大きい。では供給は，そして
将来展望はどうなのであろうか。
この点について『プラウダ」の記者エル・レベーディエフは，自動車・農
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業機械省の第一次官ヴァレンティン・パプロービッチ・モロゾフと対談し
た。
(L) 「ヴァレンティン・バプロービッチさん。長い間わたくし達に根づい
ていたのは， 自家用車は『ぜいた＜品』であるという考えでした。ところ
が， トリヤッチにボルガ自動車工場『バズ』が建設されて自動車の数が増
ぇ，われわれと車とのかかわりも変化してきました。多くの人が，快適な交
通手段を手に入れる機会を得ました。いわば， 『バズ』の誕生は，当時，潜
在的なカーオーナーに楽観論を吹きこんだと思うのですが……。」
(M)「その通りです。『バズ』の出現は過小評価できない事件であり，そ
れだけの意義があります。それは，技術的あるいは経済的見地からして，単
に巨大な産業複合体の建設にとどまるものではありません。『バズ」はわた
くし達の心理，強いて言えば，思考の性質を変えてしまったのです。長年に
わたって広く喧伝され，植えつけられてきた政府見解では，『われわれ人民』
は乗り合いバスに乗るべきであり，その中には社会主義者の世界観，すなわ
ち『集団主義者の原則』の 1つが含まれているということです。ソ連は世界
中で最も多くバスを生産しています。そしてこのことは，多くの場合，わた
くし達のような巨大国家における深刻な交通問題を解決する助けになってい
ます。しかし，生活が示しているのは，バスに甘んじることはできないとい
うことです。最良の方策は，とくに社会および個人の交通機関との規則的な
結びつきにあります。この最適な条件への道のりの第一歩が『バズ』の建設
だったのです。
1960年代半ば，『バズ』の建設が決定されたころ，ソ連では20万台の乗用
車を生産していました。この台数の大部分だけで業務用自動車に必要な総保
有量を維持するのにこと足りていました。その後10年も経たないうちに，
『バズ」や『モスコビッチ』， 『ボルガ』， 『ザポロジェッツ』など乗用車を生
産する自動車工場の成長•発展によって，生産台数は 6 倍に増加しました。
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そして現在では，年間130万台の自動車を生産しています。」
(L) 「しかし，『バズ』の操業後約20年が経過しましたが， 何故他に類似
の工場が出来なかったのでしょうか。建設されていたならば，おそらく，こ
れほど深刻な自動車不足にならなかったのでは……。」
(M)「自動車工場が続々と建設されたのは， 乗用車生産のためだけでな
く， トラック生産のためでもあったのです。必要だったのは国民経済の面か
らしてトラック需要を最大限に充足することであり，輸入品目からトラック
をなくすことだったのです。それが政府の最重要課題として，わたくし達の
部門の前にぶら下がっていたのです。思い出してみて下さい。『バズ』誕生
の後には，全力をあげて堅牢な車『カムAZ』を生産していたのですよ。『ミ
ンクス』，『クレメンシュク』，『ジーレ」さらには『ガズ』の生産も拡大しま
した。概して言って，現在ではトラックは十分に生産されています。
ここでわたくしがお話ししたい， 1つの事実があります。わたくし達の対
談には直接的に関係はありませんが，それははなはだ注目すべきものだと思
います。最近， 白ロシア共和国から25台の「ベルAZ』がアメリカ合衆国へ
輸出されました。初めてソ連の自動車製品がアメリカ市場に登場したので
す。」
CL)「だから，今日ではトラックに関する問題は存在しないということで
すか。」
(M)「トラックは十分に生産されています。実際のところ認めるぺきなの
は，目下， 特殊トラック， 高出カトラック， 互換性ボディを有するトラッ
ク，軽量トラックが不足しているという事実です。わたくし達は現在，より
合理的な生産工程を構築すべく努力をしています。
同時に，別の重要な課題が決定されております。それは動力をディーゼル
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・エンジンに切り替えるというもので，燃料の25彩の節約になります。
トラックの話が乗用車を待ち望んでいる人々への『慰め」になり得ないこ
とは承知しています。しかしながら，国民の皆さんがいかにこのことが国家
にとって重要であるかを理解してくれると確信いたします。これがどれほど
の出費と努力に値するか，を認識するべきです。」
(L) 「確か，ヘンリー・フォードが「自動車がアメリカを作った」と言っ
ています。自動車生産は非常に収益性の高い分野であり，それゆえに出費も
努力も速やかに酬われることを認識すべきということですが，投資すればす
るほど多くの利益が得られるということでしょうか。」
(M)「ここでは， 全体的な状況を掌握すべきだと思います。『自動車が必
要ならば新しい工場を作るべきだ」という読者の大半がもっている短絡的な
思考を勘案して，この問題について，より詳しく説明してみましょう。
組立て工場を建てることやコンベアーが始動することは，即そのまま新車
を市場に送り出すことを意味するわけではありません。
『バズ』を例にあげましょう。 トリヤッチでの工場操業に伴って，単に国
家の自動車生産台数が増加しただけではありません。『バズ現象」と呼ばれ
る根拠があります。この現象は決して生産量におけるものではなく，重要な
姿は他の所にあるのです。乗用車の大量生産が必要とするものは，関連分野
における何百もの新素材と呼ばれれるものの開発や設備，さらには完全な工
業製品であり，それらは，以前の産業規模では生産されていませんでした。
鉄鋼や非鉄金属の冶金業，化学及び石油化学，建設資材製造業や軽工業，エ
作機械製造業や電子工学などの分野で大規模生産が実現し，この意味で自動
車製造は産業の潜在能力を引きだしたのです。端的にいえば，自動車は経済
にエネルギッシュな誘因を与えているのです。
例えば現在，『バズ」は毎日ー毎日ですよー400の納入業者からの製品を受
け入れています。『バズ」のために初めて開発された製品は自動車製造業の
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枠を越え， 多くの他の産業部門においても広く応用され始めました。この
「相乗効果』が生み出したものが自動車の大量生産であり，それに基づいて
全産業に対する国家の能力の最も重要な要素を構成しているのです。そして
この能力の発展は，絶え間なく自動車製造における科学技術の進歩をもたら
しています。以上の理由から，わたくしは，自動車工業は機械製造における
複合体のなかでも，とくに先取性をもった分野だと見なしています。」
(L) 「それではヴァンレティン・パプロービッチさん，乗用車製造には新
たな，そして強力な衝動が必要であり，さらに国家の経済全体に影響を与え
るのですか。」
(M)「その点に関しては，多くの意見に従わなければなりません。まず第
ーに，本質的に労働者の収入は増えています。もしわたくしの記憶に間違い
がなければ，ソヴィエト中央統計局の判断では，貯蓄銀行の預金者で自動車
購入の用意がある人数は現時点でも， 1,300万人に近く，さらに社会改革の
発展は潜在的な購買者数を増加させることができるそうです。第二に， 『乗
り合いバスの心理』にかわって，人々の心のなかに生活における『品質の基
準」という意識が生まれたことです。カーオーナーは誰も自動車がどれほど
生活の可能性の水準を職場，生活，休暇などあらゆる面で高めているかを実
感していると，わたくしは確信しております。現在，国民が保有する自家用
車の台数は1,300万台を突破しています。これが意味することは，個人用の
交通手段を4,000万人以上のソヴィエト市民が利用できるということです。
かなりの前進があったと自負していますよ。」
(L) 「重要であればあるほど，ある種の人間にはもう「クルマ』抜きの生
活は考えられません。まだまだ多くの人が，マイカーのハンドルを握ること
を夢みています。自家用車に対する需要は，その価格がきわめて高いにもか
かわらず，年ごとに増加しています。しかし，車を買うことは難問ですね。」
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(M)「そうです。この現実の銀点から，全く明瞭であるのは，多くの人々
の願望は少しでも早く車を所有したいということです。実際に需要は大幅に
増加しました。統計は，人口に対する計算において，わが国での乗用車の保
有台数が相対的に低い水準にあることを示しています。西ヨーロッパや日本
では人口1,000人当たり約300~400台に達し，コメコン諸国では 150~200台
ですが，ソヴィエトではこの指標は， 50台にしかなりません。わが国の道路
網や付随する公共サービス（自動車整備，モーテル，オートキャンプ場など）
環境の低水準を考慮に入れても，乗用車市場の潜在的キャパシティはとてつ
もなく巨大なものといえるでしょう。」
CL)「経済学者が繰り返して飽きないのは， 『国民の支払い能力のある需
要に対しての商品の供給不足」ということです。 ざっくばらんに言えば，
商品が足りないのです。一方で，自動車の販売は，国家財政を大いに潤しま
す。この需要に直面して初歩的な経済の論理が示唆しているのは，この機会
をとらえて，早急に利用すべきだと思うのですが……。」
(M)「もう利用していますよ。ご承知のように，第19回党議会の後に経済
の社会的目標への強化方針が定められ， ソヴィエト閣僚会議の承認を受け
て， 1995年には年間230万台まで乗用車の生産能力を増強することが決定さ
れました。それは現在の水準 (130万台） と比較するとほとんど倍増になる
ことを意味します。事実上，これは乗用車生産部門における最大の国家の決
定であり，規模の上で「バズ」の建設を上回ります。」
(L) 「実際には何を行っているのですか。」
(M)「この壮大な計画の重要な部分は，エラプークに新工場を建設するこ
とで， 90万台の小型乗用車「オカ』の生産が見込まれています。このような
生産力をもつ新しい自動車工場はどういうものなのかといいますと，まず第
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ーに，その建設には巨額の費用がかかります。自動車工場自体，目に見える
部分ですが，それはいわば氷山の一角にすぎません。『イエル AZ」（エラプ
ーク自動車工場）を例にとって計算すれば，自動車工場そのものの費用は，
全体の費用の約40%なのです。」
(L) 「残りはどこに使うのですか。」
CM)「考えてみて下さい。現在の自動車は，約 1万個の特殊な部品やユニ
ットから構成されています。工場自体で準備するのは，通常，多くてもこの
数の半分です。残りは他の工場で作られます。『オカ』のためには， 460以上
の新素材，あるいは既に開発済みのものの大増産が必要です。継続的生産，
つまり 1日3,000台の自動車（これが『イエール AZ』の設計生産能力）を
確保するためには，さらに12の新工場の建設と， 17の稼働中の工場の大拡充
を行なわなければなりません。わたくしはこれ以上関連分野一~工作機械，
流れ作業システム， 金属， ゴム， プラスチック， 布張り地，ガラス，ペン’
キ，下塗り材料など一についての説明は避けましょう。ただ，それらの生
産のためにも，新しい工場を稼働させ生産能力を増強しなければならないと
だけ強調しておきます。ここで話題を50以上の工場の新設や増改築にかえま
しょう。これにも支出を要します。
結局，『イエール AZ」には約 8万人が働くことになります。家族も含め
ると少なくとも25万人に達するでしょう。新しい町を建設しなければなりま
せん。そこには幼稚園や学校，映画館やスボーツ施設，パン工場，食肉コン
ビナート，バスやトロリーバスの車庫，給熱センターやその他多くの施設も
設置しなければなりませんが，わたくし達はそのことを当然のように受けと
めています。 1つの近代的な自動車工場を建設するには，おそらく数十億ル
ープル，それほどかかるのです。
乗用車—走る生産物は，生産への支出も，実をいえば， 3~4年でもと
をとってしまうのです。」
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(L) 「金銭だけの問題でしょうか。はっきりしているのは，貯蓄銀行への
国民の預金は 2,800億ループルを超えていることです。多くの人々が自分の
貯金を自動車工場建設に投資する用意があるのは，一定期間の後に，新車を
手に入れることが保証されているからであり，おそらく，さらに貯蓄のある
割合は……。」
(M)「はい，わかっています。車を持ちたいという希望者は，一定期間後
に自動車を取得できる保証のついた新しい自動車工場を建設し，その際には
自動車債を発行するように提案しています。さらに株式の発行や，例えば住
宅を取得するためのように，自動車工場建設に当たって完成時期にいたるま
で株式を発行するなども提案されています。
あらゆる場合において，わたくし達は自発的で潜在的な債権者に感謝して
います。しかし事態は少し複雑なのです。わたくし達は余りにも長きにわた
って，統制分配制経済の水準で暮してきました。その時点では，当初からカ
ネには普遍的な等価物という機能が求められていました。経済学の『カネ
ー商品ーカネ』という定理から 2次的要素が抜け落ちる結果となりました。
商品はカネと交換するというよりも，あらかじめ住所ごとに配分されたので
す。簡単に言いますと，今のところ，生産手段や基礎的資材などを卸で取引
することはありません。実際のところ，自動車工場を新設するに当たって必
要なものは『稼働する』工作機械，流れ作業システム，圧延機，パイプ，セ
メント， エンジニアリング設備， 鉄筋コンクリート， ガラス， 電子機械な
ど，つまり実際の商品です。それらは単に資金の指図によって受けとるもの
ではなく， まさに購入できるように， 相当量が生産されるべきものなので
す。
言いかえますと，わたくし達にとって必要なのは，労働者のもっているカ
ネというよりも，むしろ彼らの労働の具体的な成果なのです。それらは高い
生産力を持ち，あらゆる職場や経済全体に有効でなければなりません。なぜ
なら自動車産業は，かなりの程度で―とくに技術的，経済的な特殊性にお
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いて—他のいかなる産業部門よりも，全体的に国家経済が到達した，一般
的な水準を反映しているからです。」
(L) 「確かにそれは，『プラウダ』読者の疑問に対する重要な説明ですね。
しかしそれにしても，どの位の期間で『オカ」が売り始められるのか知りた
いものです。このモデルの増産はどのようにして計算されているのですか。
聞くところでは，すでにあちらこちらで『オカ」の割当分が分配されている
とか••…•。」
(M)「エラプーク工場の1991年から92年にかけての生産開始を待たなくて
も．すでに『オカー 1」型車の生産（『快調』だと評価されています）を．
『バズ』や『カム AZ」（カマ自動車工場）で実施しています。このモデルの
最初の車は今年発売されます。当分は，これらの工場の「オカ』の生産規模
の増産でいく予定です。」
(L) 「自動車工場の稼働が，何か新しい提案をもたらしましたか。」
(M)「この 5年計画の間に，完全に実行しなければならないのは，現在製
造中の全自動車のスタイルの見直し，モデル・チェンジなどで，合計240以
上の項目になります。」
CL)「乗用車について教えて下さい。」
(M)「わかりました。では『バズ』から始めましょう。 ここでは21093と
21099というモデルの生産を提案しています。将来的には「数十』に増える
予定ですが， 現在のモデルはより快適で， 現代的なデザインになっていま
す。
『アーゼーエルカー』（レーニン・コムソール自動車工場）では『モスコ
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ビッチ』（モスクワっ子の意）の生産を開始しました。現在は『バズ』のエ
ンジンが使用されていますが，新しい建物を建設中で，そこで「モスコビッ
チJ]用エンジンを生産する予定です。エンジンはより強力なもので，排気量
は1.8£ です。 2年後に『モスコビッチ』に搭載開始します。将来はそれを
ベースにモデルー2141,『セダン』を生産します。
「ザズ」（ザボロージェ自動車工場）からは『タプリヤー1102」（タプリヤ
はクリミヤの古名）を生産しています。目下， 5ドアのモデル『ザズー1105』
の積極的な開発が行なわれています。」
CL)「これらの工場での自動車生産台数は増加するのですか。」
(M)「現在， 『アーゼーエルカー』や『ザズ』での自動車増産について検
討中です。とはいえ，この増産は自動車市場の現状を，劇的に変化させうる
ものではありません。自動車の不足状態を解決するためには，新しい自動車
工場を建設するという，根本的な意思決定が必要です。」
(L) 「何人かの読者が投書で指摘している意見はすべて，新車種の開発を
追求するべきであるというものです。つまり彼らの言っているのは，何より
もまず，すでに良い面をみせている市場を充足するように，努力すべきだと
いうのですが……。」
(M)「厄介な問題です。まず第一に，なぜソ連国民は旧式の車に乗らなけ
ればならないのでしょうか。 これは間違っており， 不公正です。 また一方
で，もし工場が長期間にわたって旧式車を生産するとしても，生産台数を毎
年増加させるわけではありません。何と行き詰った状態でしょう。関心をた
だ一点に集約させることができます。それは生産台数を低下させないでニュ
ーモデルを開発し，既存の工場で新車の生産を行うのと並行して，新たな生
産能力や自動車工場を建設することです。」
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(L) 「多くの読者が指摘しているのは，自動車を海外に販売すべきではな
いということです。目下のところ，国内市場も充足していません。この点に
関してはいかがでしょうか。」
(M)「これらの人達は，実際のところ，自動車を買う順番が遅々として前
進していないことを知っているのでしょう。しかしながら，われわれは国際
貿易に参加しないわけにはいきません。とくにわれわれは，原料や資材，乗
用車生産用プラントなどの海外買い付けを行わなければならないのです。外
国の盟友には何か売れる物で支払いをする必要があります。もしわたくしが
読者の方々に，こう尋ねても怒りを買うことはないでしょう。すなわち，彼
らのうちの多数の人々は，知識集約型の輸出品の生産に携わっているのでは
ないですか，と。胸に手を当ててよく考えてみるべきです。
わたくし達すぺてが，経済の実態をもっと把握すべきです。それは，直接
的にも間接的にも，個々人にかかわってきます。
この問題には，もう 1つの重要な側面があります。自動車市場をめぐる国
際競争は，ソヴィエトの自動車が世界の水準に伍していくことを可能にし，
品質向上という方針を貫徹することを可能にしたということです。」
(L) 「さらにもう 1つ読者から自動車不足に対する見解が寄せられていま
す。投書がいうのには，より多くの予備の部品を放出すれば，不足はそれほ
ど深刻にならないのでないかと……。」
(M)「恐縮ですが，先にこの問いに対する答えを言わせて下さい。あなた
方は廃車場を見てみる必要があるのではないですか。外国にいたことのある
人なら，おそらくまだ再利用されないままの，古い自動車の廃棄場所に気が
つかれたことでしょう。自動車の利用においては，車のオーナーはできるだ
け長く引きのばそうとするものです。そうすれば，車の寿命は10年と試算さ
れているのが，その 2倍はもつようになるのです。
96(664) 第 36巻第 6 号
わたくしの言うことを誤解しないでほしいですね。わたくしは車のオーナ
ーをとがめたくはないのです。ではどういうことなのか。ある人は，おそら
くもう一度車を買うにはおカネが足りず，逆にある人は，喜ばしいことに資
金はあるが，車が足りない。自動車の生産量と部品の確保には，相互に，不
可分の結びつきがあるのは不思議ではないでしょう。車の数が多くなればな
るほど，それだけしばしば修理も必要になります。これは自明の理です。今
日では，乗用車の半数以上が耐用年数を過ぎています。わたくし達は自動車
の生産にあらゆる手を尽すよりも，むしろ，部品の生産に，多くの生産能力
や施設を充当しています。」
CL)「諷刺家が言うには， 「溺れる者の救助は溺れる者自身の手でする」
ことだそうです。もし自動車が増産されれば，状況は変わるのではないでし
ょうか。」
(M)「もちろんです。目下の切実な要求は，他の何にも増して，部品を製
造することにあります。現状は次の通りです。上級官僚によって，部品はわ
れわれの部門に配給されます。要求は80彩から 90%満たされます。しかし
われわれの関連工場は，部品需要の 3分の 1で満足しなければならず，それ
ゆえにいつも，ガラス，ゴム製品，電気機器の不足を痛切に感じているので
す。
現在，多くの人間がこの需要に関することを他の部門，とりわけ防衛産業
のそれに近づけるために働いています。さらにわたくし達は，部品生産の多
くの割合を企業体に期待しております。」
(L) 「つまり，先に述べたことに戻るわけですね。自動車産業は独力で存
在するのではなくて， 経済発展の一般的な水準を反映ししているという…
..。」
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(M)「そう，その通りです。自動車に対する国民の需要を充足することは
自動車産業自体の課題であり，さらに広くいえば，全産業分野に及ぶ課題で
もあるのです。」
